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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第３四半期 32,960 8.1 1,660 △19.3 2,020 △10.1 1,283 △1.3

2022年２月期第３四半期 30,487 14.1 2,057 47.9 2,245 58.0 1,300 17.9

（注）包括利益 2023年２月期第３四半期 1,817百万円（12.8％） 2022年２月期第３四半期 1,610百万円（39.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第３四半期 157.11 －

2022年２月期第３四半期 159.14 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年２月期第３四半期 35,367 16,732 44.2 1,912.91

2022年２月期 33,934 15,676 42.2 1,753.79

（参考）自己資本 2023年２月期第３四半期 15,632百万円 2022年２月期 14,332百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 29.00 － 33.00 62.00

2023年２月期 － 31.00 －

2023年２月期（予想） 31.00 62.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 6.2 1,800 △22.8 2,150 △16.9 1,220 △17.0 149.29

１．2023年２月期第３四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年11月30日）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023

年２月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023年２

月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

業績予想の修正につきましては、本日（2023年１月12日）公表いたしました「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期３Ｑ 8,173,320株 2022年２月期 8,173,320株

②  期末自己株式数 2023年２月期３Ｑ 1,067株 2022年２月期 1,067株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期３Ｑ 8,172,253株 2022年２月期３Ｑ 8,172,253株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和さ

れ、経済活動が正常化に向かい始めました。しかしながら、資源価格高騰による物価高が家計に影響を及ぼし、ウ

クライナ情勢や金融資本市場の変動など下振れリスクもあり、先行きは依然不透明な状況が続くと見込まれます。

当社グループの事業活動も、エネルギー価格高騰による製造コストの上昇やサプライチェーンの混乱による影響を

受けており、厳しい状況で推移しております。

このような状況の下、「改質エコ技術でパッケージングの世界を変える Ｎブランド製品の拡販と環境経営の推

進、原点回帰でお客様満足度を最大化する」をスローガンに、環境への負荷を低減できる開発製品の販売、原価低

減、生産効率・品質の向上に注力いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は32,960百万円（前年同期比8.1％増）、営業利益

は1,660百万円（同19.3％減）、経常利益は2,020百万円（同10.1%減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利

益は1,283百万円（同1.3％減）となりました。

製品用途別の経営成績は次のとおりであります。

（食品関連）

新型コロナウイルス感染症の影響も軽減され、汎用性の高いテイクアウト・デリバリー用の容器・トレー向け商

材の需要は落ち着きましたが、乳製品・総菜・豆腐用包材は好調に推移しました。また、百貨店の客足が戻りデパ

地下向け商材や菓子用包材も回復傾向にあるほか、紙包装へのニーズの高まりにより紙容器への印刷・ラミネー

ト・コーティングや生分解性ガスバリア樹脂を用いた試作等が増加したことにより、売上高は20,729百万円（前年

同期比6.0％増）となりました。利益については、インキ・溶剤・電力・燃料・副資材・運送費の高騰などにより

製造にかかわるほぼ全てのコストが上昇しており、製品価格への転嫁は順次進めているものの、売上総利益は

2,198百万円（同8.3％減）となりました。

（ＩＴ・工業材関連）

部品の在庫過多などによる電子・光学用途の市況低迷により一部関連商材は減少しましたが、スマートフォン端

末、電子部品パッケージ材料向けの各種加工フィルムは新規受注などにより増加したほか、ＥＣ関連資材や製造業

向け重袋も堅調に推移しました。また、次世代電池や再生エネルギー関係向け部材などの試作も増加した結果、売

上高は5,153百万円（前年同期比21.0％増）となりました。利益については製造コストの上昇と、市況の影響を受

けた製品ミックスの変化により利益率が低下し、売上総利益は1,329百万円（同0.7％減）となりました。

（生活資材関連）

圧縮袋関連や、まな板シート、キッチンマットなどのキッチン関係が堅調に推移したことにより、売上高は

3,538百万円（前年同期比8.2％増）となりました。利益については、円安の影響により輸入品の日本国内販売分の

利益が圧迫され、売上総利益は1,009百万円（同4.1％減）となりました。

（建材関連）

戸建て・集合住宅向け表面機能コーティングを施した建材は堅調に推移、壁紙向けの印刷 が好調に推移した結

果、売上高は1,572百万円（前年同期比8.5％増）、売上総利益は252百万円（同12.7％増）となりました。

（医療・医薬関連）

病院関連では輸液関係包材が堅調に推移しましたが、貼付剤関連で先発医薬品が昨年より減少しジェネリック中

心になったことや薬価改定などにより販売単価が下落したこと、一部の製品で原材料が高騰した結果、売上高は

995百万円（前年同期比1.1％減）、売上総利益は204百万円（同11.8％減）となりました。

（その他）

化学メーカー向け機械販売による一過性の売上があったことにより、売上高は971百万円（前年同期比2.9％

増）、売上総利益は125百万円（同33.4％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,433百万円増加し、35,367百

万円となりました。

流動資産につきましては、現金及び預金が743百万円減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が1,146百

万円、電子記録債権が368百万円、棚卸資産が675百万円それぞれ増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ

1,510百万円増加し、20,311百万円となりました。

固定資産につきましては、生産能力増強を目的とした設備投資を行ったものの、2021年10月８日開催の取締役会

において、当社の連結子会社である廊坊中本包装有限公司を解散することを決議したことに伴い、固定資産を売却

したこと等により、前連結会計年度末に比べ76百万円減少し、15,055百万円となりました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べ377百万円増加し、18,635百万円

となりました。

流動負債につきましては、短期借入金が318百万円、未払法人税等が278百万円、その他が246百万円それぞれ減

少したものの、支払手形及び買掛金が517百万円、電子記録債務が445百万円、賞与引当金が156百万円それぞれ増

加したこと等により、前連結会計年度末に比べ296百万円増加し、15,971百万円となりました。

固定負債につきましては、長期借入金が121百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ81百万円増

加し、2,664百万円となりました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,055百万円増加し、16,732百

万円となりました。これは、子会社株式の追加取得等により非支配株主持分が244百万円減少したものの、親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が786百万円増加したことや、資本剰余金が129百万円、為

替換算調整勘定が404百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期通期の連結業績予想につきましては、業績の動向や経営環境等を踏まえて見直しを行った結果、

2022年４月８日に公表いたしました予想を修正しております。詳細は本日（2023年１月12日）別途開示いたしまし

た「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、今後の経営環境等の変化により、業績予想について見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いた

します。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,881,766 4,138,438

受取手形及び売掛金 7,445,477 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 8,591,756

電子記録債権 1,938,071 2,307,017

商品及び製品 2,592,447 3,029,869

仕掛品 591,295 468,241

原材料及び貯蔵品 1,109,095 1,469,875

その他 249,493 312,430

貸倒引当金 △6,151 △6,001

流動資産合計 18,801,496 20,311,627

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,422,501 6,378,476

機械装置及び運搬具（純額） 2,633,976 2,628,176

土地 3,138,364 3,138,364

その他（純額） 952,780 968,291

有形固定資産合計 13,147,623 13,113,308

無形固定資産 378,068 367,065

投資その他の資産

その他 1,634,253 1,602,701

貸倒引当金 △27,245 △27,245

投資その他の資産合計 1,607,007 1,575,455

固定資産合計 15,132,699 15,055,830

資産合計 33,934,195 35,367,457

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,237,559 4,754,806

電子記録債務 3,743,291 4,188,492

短期借入金 5,005,923 4,686,941

１年内返済予定の長期借入金 677,386 698,953

未払法人税等 588,636 310,453

賞与引当金 221,977 378,120

その他 1,200,077 953,435

流動負債合計 15,674,852 15,971,203

固定負債

長期借入金 1,845,177 1,966,507

退職給付に係る負債 171,153 164,752

その他 566,471 532,873

固定負債合計 2,582,802 2,664,133

負債合計 18,257,655 18,635,336

純資産の部

株主資本

資本金 1,057,468 1,057,468

資本剰余金 1,166,402 1,296,351

利益剰余金 11,356,927 12,143,794

自己株式 △1,101 △1,101

株主資本合計 13,579,696 14,496,513

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 126,580 101,363

繰延ヘッジ損益 △89 14,466

為替換算調整勘定 607,472 1,012,458

退職給付に係る調整累計額 18,785 7,986

その他の包括利益累計額合計 752,748 1,136,274

非支配株主持分 1,344,095 1,099,332

純資産合計 15,676,540 16,732,120

負債純資産合計 33,934,195 35,367,457
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年11月30日)

売上高 30,487,894 32,960,736

売上原価 25,052,700 27,840,168

売上総利益 5,435,193 5,120,567

販売費及び一般管理費 3,377,243 3,460,250

営業利益 2,057,950 1,660,317

営業外収益

受取利息 4,357 7,020

受取配当金 9,744 13,210

受取地代家賃 24,906 26,033

為替差益 101,870 262,488

その他 133,458 135,113

営業外収益合計 274,337 443,866

営業外費用

支払利息 46,690 53,726

その他 39,724 30,354

営業外費用合計 86,414 84,080

経常利益 2,245,873 2,020,102

特別利益

固定資産売却益 － 74,853

特別利益合計 － 74,853

特別損失

固定資産除却損 1,789 49,352

減損損失 29,490 －

特別退職金 128,496 －

特別損失合計 159,775 49,352

税金等調整前四半期純利益 2,086,098 2,045,603

法人税等 701,518 664,794

四半期純利益 1,384,579 1,380,809

非支配株主に帰属する四半期純利益 84,079 96,881

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,300,500 1,283,927

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年11月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日
　至　2022年11月30日)

四半期純利益 1,384,579 1,380,809

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,845 △26,566

繰延ヘッジ損益 5,823 28,539

為替換算調整勘定 255,084 445,322

退職給付に係る調整額 △5,002 △10,798

その他の包括利益合計 226,059 436,497

四半期包括利益 1,610,639 1,817,306

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,491,485 1,667,454

非支配株主に係る四半期包括利益 119,153 149,852

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。収益認識会計基準等の適

用による主な変更点は下記のとおりです。

(1）代理人取引に係る収益認識

商品の仕入れ販売に係る収益について、従来は、総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサー

ビスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、代理人取引と判断したものについては純額で収

益を認識する方法に変更しております。

(2）変動対価に係る収益認識

製品販売におけるリベート等の変動対価は、従来は、金額確定時に売上高から控除しておりましたが、取引

の対価の変動部分の額を見積り、認識した収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り取引価格に

含める方法に変更しております。

(3）返品権付き販売に係る収益認識

返品される可能性のある製品販売取引について、予想される返品部分に関しては、変動対価に関する定めに

従って、販売時に収益を認識しない方法に変更しております。

(4）一定の期間にわたり充足される履行義務に係る収益認識

工事契約に関して、従来は、検収基準で収益を認識しておりましたが、一定の期間にわたり履行義務が充足

される契約については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき一定期間にわたり収益を

認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、各報告期間の期末日まで

に発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。なお、契約にお

ける取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代

替的な取扱いを適用し、一定期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識して

おります。

(5）有償支給に係る収益認識

有償支給取引について、従来は、有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い

戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は270,608千円減少し、売上原価は235,400千円減少し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ35,208千円減少しております。また、受取手形、売掛金及

び契約資産は11,666千円増加し、商品及び製品は48,387千円増加し、仕掛品は8,532千円減少し、流動資産のその

他は3,533千円増加し、流動負債のその他は59,078千円増加し、利益剰余金の当期首残高は25,963千円増加し、非

支配株主持分の当期首残高は3,852千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客

との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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